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Pl−10−4　卵巣成熟嚢 胞性 奇形 腫 の 破 裂 に よ る腹 膜 炎 治療 に お ける 大網切除の 有用性

諏訪赤十字病院
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【緒言】卵巣成熟嚢胞性 奇形 腫 （dermoid　cyst ）は，良性卵巣腫瘍の 30％ を占め る
．
般 的疾患だ が，自然破裂は L3％ と稀で

あ る．た だ し，破 裂 に よ り腫瘍内容物 が 漏出す る と，化学性腹膜炎を生 じ，重 症 化 し得 る．今 回，dermoid　cyst の 自然破裂 に

よる汎 性腹膜炎 を発症 し，于術療法 で
一
旦 は軽快 した に も関 わ らず，2 ヶ 月後 に 再燃 して 大網腫瘤を形成 した た め，大 網切 除

術 を 要 した症例を経験 した．【症例】68 歳 未経 妊，右 腎癌 の 精査 中，以 前 よ り自覚 して い た ド腹 部 腫瘤 が消 失 し，数 H 後 に

発熱や 嶇気が 出現 し，CRP ：27　mgi ’dl で．マ
ー

カ
ー

は CA19 −9 ：41U，・’m1 ，　CAI25 ：95．8U、・’ml ，　SCC ：3．6ng／ml と L昇 を認め た．
MRI で 右卵 巣 腫 瘍 内や 腹 水 に 脂肪信号 を認め ，　 dermoid　cyst の 破 裂 に よる腹 膜 炎 と診断 し，両側付属器切除術 と温 生食 （15
D で 徹底 した 腹腔内洗浄を施行 した．術後 1週 で 解熱

・
軽快 し，L5 ヶ 月後 に は右腎癌千術を施行した，しか し，2 ヶ 月後に

腹 膜炎が 再燃 し，CT で 腹膜播種様0）上 腹部 腫瘤を認め．再開腹 し た と こ ろ，大 網腫 瘤 （omental 　cake ）認 め た．部分切除 し

た 大網 の 病理 所 見 か ら脂肪肉芽腫性腹膜炎 と判明 しt その 後 は軽快 した．【考察1近 年 の 腹腔鏡下手術の 普及に伴 い ，自然破裂
で な くと も．dermoid　cyst 内容 の 漏 出機会が 増 加 した と推 測 され る ．特 に 本例の よ うに ，多量の 内容物が拡散 して 経過 した場
合．腹腔内洗浄 で は大網部 の 内容物除去 は困難で ある．破裂症例で は，徹底 した 大網 の 洗 浄 を行い ，明 らか な遺残 を認め れば，
大網切除の 追加が 根治 性 を高め る 卩∫能性 が ある．

P1 −10−5　小脳 症 状 を旱 した卵巣奇形腫関連　傍 腫 瘍 性 神 経 症 候 群 の
一．
例
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〈 緒言 〉卵巣奇形腫 関 連 傍腫 瘍性 神 経症 候群 と して は，抗 NMDA 受容体陽性 辺縁系脳炎として，近年報告 が 散見 され て

い る ，今回我 々 は．卵巣成 熟奇形腫 に 伴う．傍腫瘍性神経症 候群，中で もオプ ソ ク ロ ー
ヌ ス

・
ミ オ ク ロ

ー
ヌ ス 症候群 （para−

neop ］astie　opsoclonus
−
myoclQnus 　syndrome ：POMS ） の

一
例 を経験 し た の で 報告す る、〈 症例 ＞ 24歳女性，主訴 は め ま い

（眼 振 ），歩 行不能．構音障害，当院神 経 内科 を初診，髄液所見一L．小 脳炎 が疑 わ れ，ス テ ロ イ ドパ ル ス 施 行．そ の 後，当科 コ

ン サ ル トあ りt 両 側 の 成 熟 奇 形 腫 （各 4Cln大）を認 め．経 過観察 とな っ た．一凵退 院さ れ る も，小 脳症状の 改善 は乏しく，
1年 4 ヵ 月後 両 側 の 奇形腫の 増大 （各 7cm 大）を認 め た た め，開腹両側卵巣腫瘍摘出術 施行．小 脳症状は 著明 に 改 善 を来 た
し，歩行 可能 とな り退 院さ れ た．〈 結語 〉奇 形 腫 で 発 症 する 脳炎が 存在す る，我 々 の 経験 した．オ プ ソ ク ロ ー

ヌ ス
・ミオ ク ロ

ー
ヌ ス 症候群 は非常 に稀 であ っ た．若年女性 の 脳炎で は，卵巣奇形腫の 有無 を検索する 必 要 が あ る，腫 瘍

．
切除に よ り，脳炎が 劇

的に 改善す る こ とが あ るた め，卵巣奇形 腫が 発 見 され た場合，手術 に よ る摘出を考慮す る．

P1 −10−6　抗 NMDA 受容体脳炎に 合併 した卵巣成 熟奇形 腫の 1 例

近畿大
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〈 緒言〉抗 NMDA （N −methyl ．D−aspartate ）受容体抗 体 陽性辺 縁系脳 炎 は 2007 年 に Dalmau らに よ っ て 提唱 され た 卵巣奇
形 腫 関連 傍腫瘍幌脳炎で あ り，中枢神経細胞 に 存在す るグ ル タ ミ ン 酸受容体 の ひ とつ で ある NMDA 受容体 に対 す る 細胞膜
抗体の 産生に よっ て発 症 す る 自己免疫性辺 縁系脳 炎で あ る．前駆症状に 引き続 き，統合失調 症様の 精神症状 t 記憶障害t意識
障害，痙 攣，無反応，中枢性低換気，不随意運 動，自律神経症状 を特徴 とし，若年女性 に好 発 す る脳炎で あ り，高率 に卵巣奇
形腫 を合 併する．今同当科 にお い て も 1例 経験 した の で 報告す る．＜症 例 ＞ 22歳，未婚 0 経妊 0 経産 1週 聞 持 続す る頭痛
と 38 度台の 発熱の 後不穏 状 態 とな り．脳炎疑い にて 当院 神経 内科 入 院加療 とな っ た．入院後も症状 は悪化 し，痙 攣発作反復，
中枢性低換気に て 人．1：呼吸 器管理 と な っ た ．頭 部 CT ・MRI は異常 な し，血 液 ・髄 液検査 にて抗 NMDA 抗体陽性 で あっ た，
抗 NMDA 受容体脳炎と診断 し，免疫療法 （ス テ ロ イ ドパ ル ス ・【血漿交換 ・IVIG ・プ レ ドニ ン 内服）を開始 した．発症か ら 3
ヵ 月後 の 骨盤 CT で 左卵巣腫 瘍 を 認 め た ため 当科紹介 と な り，腹腔 鏡 卜

．
左 付属器摘出術 を施行 し た．摘出 病 理 診 断は 成 熟奇形

腫 で あ っ た．人 工 呼 吸 器離脱 リハ ビ リにて 独歩 ・嚥下 が 可能 な状態 まで 改善 した．〈 結語 〉 本疾患は 急速進行性 に 重 篤な 経
過をた ど る が，治療抵抗性 で 他 の 傍 腫 瘍 性 脳 炎 に比 べ て 予後良好で

t 腫瘍摘出術 や免疫療法などの E 効性が 報告 され て い る．
発 症 か ら腫瘍摘出まで の 期間 や，腫 瘍摘出 ／付属器摘出と予 後 の 関係 につ い て 更な る 症例の 蓄積 と検討が 必要 で ある と思わ れ
る，
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